



















































































































































































































































































































































































































































２ 　この先の考察は、川谷 (2012)がSuits (1966)の議論を
もとに発展させた「人生＝ゲーム」という発想との連
関で論じてみたい。川谷は、「人生」を、「死」を目的
とし、「自殺の禁止」を構成的ルールとするゲームであ
るとしながら、そのなかでなされる活動には、他のプ
レイヤーとの勝敗を競うことを目的とした、目的地あ
りきの（キーネーシス的な）活動と、ほかのプレイヤー
が存在しない、絶対的で、活動自体が意義をもつ（エ
ネルゲイア的な）活動との、二重性があることを指摘
している (pp. 14-15)。後者の活動は、【解釈3】の断食
芸人のあり方に結びつくと考える。
